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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液体がストロー内から外縁へ外に漏れだすのを
防止させる容器蓋を提供する。
【解決手段】第１蓋体４０および第２蓋体を備える。第
１蓋体４０は、第１細ストロー孔４２、及び第１太スト
ロー孔４２ａが貫設され、容器の開口部２１に密接可能
である。第２蓋体は、第１蓋体４０の上方に回転可能に
設けられ、第２細ストロー孔５３及び第２太ストロー孔
５３ａが貫設され、第２細ストロー孔５３及び第２太ス
トロー孔５３ａの底縁には狭長のスリット部が設けられ
、スリット部を回転することで、第２細ストロー孔５３
及び第２太ストロー孔５３ａと第１蓋体４０の第１細ス
トロー孔４２及び第１太ストロー孔４２ａとを連通また
は遮断させる。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第１細ストロー孔、及び第１太ストロー孔が貫設され、容器の開口部に密接可能な第１
蓋体と、
　前記第１蓋体の上方に回転可能に設けられ、第２細ストロー孔及び第２太ストロー孔が
貫設され、前記第２細ストロー孔及び前記第２太ストロー孔の底縁には狭長のスリット部
が設けられ、前記スリット部を回転することで、前記第２細ストロー孔及び前記第２太ス
トロー孔と前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー孔とを連通また
は遮断させる第２蓋体と、を備える事を特徴とする容器蓋。
【請求項２】
　前記第１蓋体と第２蓋体との間には密封部材が設けられ、
　前記密封部材には細ストロー貫通孔及び太ストロー貫通孔が貫設され、前記細ストロー
貫通孔及び前記太ストロー貫通孔は、前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第１
太ストロー孔の上方に対応し、前記第２蓋体が回転することで、前記第２細ストロー孔及
び前記第２太ストロー孔が前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー
孔に対応する場合、前記密封部材の前記細ストロー貫通孔及び前記太ストロー貫通孔上方
の周縁は、前記第２蓋体の前記第２細ストロー孔及び前記第２太ストロー孔底部の周縁に
密着され、前記密封部材の前記細ストロー貫通孔及び前記太ストロー貫通孔下方の周縁は
、前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー孔の周縁に密着されるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の容器蓋。
【請求項３】
　前記第１蓋体と第２蓋体との間には密封部材が設けられ、
　前記密封部材には細ストロー貫通孔及び太ストロー貫通孔を貫設され、前記細ストロー
貫通孔及び前記太ストロー貫通孔は、前記第２蓋体の前記第２細ストロー孔及び前記第２
太ストロー孔の下方に対応し、前記第２蓋体が回転することで、前記第２細ストロー孔及
び前記第２太ストロー孔が前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー
孔に対応する場合、前記密封部材の前記細ストロー貫通孔及び前記太ストロー貫通孔下方
の周縁は、前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー孔上部の周縁に
密着され、前記密封部材の前記細ストロー貫通孔及び前記太ストロー貫通孔上方の周縁は
、前記第２蓋体の前記第２細ストロー孔及び前記第２太ストロー孔の周縁に密着されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の容器蓋。
【請求項４】
　前記第２蓋体はホットドリンク用吸口が更に設けられることを特徴とする請求項２に記
載の容器蓋。
【請求項５】
　前記第２蓋体はホットドリンク用吸口が更に設けられることを特徴とする請求項３に記
載の容器蓋。
【請求項６】
　前記密封部材および前記第１蓋体には、通気孔がそれぞれ形成され、前記密封部材の通
気孔と前記第１蓋体の通気孔とは互いに連通されていることを特徴とする請求項４に記載
の容器蓋。
【請求項７】
　前記密封部材および前記第１蓋体には、通気孔がそれぞれ形成され、前記密封部材の通
気孔と前記第１蓋体の通気孔とは互いに連通されていることを特徴とする請求項５に記載
の容器蓋。
【請求項８】
　前記スリット部は拡大孔部を備え、前記拡大孔部の一辺から縦長のスリット部が凹設さ
れることを特徴とする請求項１に記載の容器蓋。
【請求項９】
　前記第１蓋体は、受台および上部受台を更に有し、
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　前記上部受台は、前記受台の上端に設けられ、
　前記受台の上端と前記上部受台との間には、前記密封部材を収容可能な収容スペースを
有し、
　前記受台には、前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー孔が貫通され、前記第１
太ストロー孔の孔径は前記第１細ストロー孔の孔径より大きいことを特徴とする請求項６
または７に記載の容器蓋。
【請求項１０】
　前記第１蓋体は、外縁にねじ山部が設けられ、前記容器の前記開口部に螺着可能であり
、外縁に漏れ防止パッキングリングが環装され、前記容器と前記第１蓋体の前記外縁との
間の隙間を密封することを特徴とする請求項１に記載の容器蓋。
【請求項１１】
　前記第２蓋体の外縁にはリング溝が環装され、
　前記第１蓋体にはフランジが設けられ、
　前記リング溝と前記フランジとは互いに嵌合可能であり、
　前記第２蓋体は前記第１蓋体の上で自由に回転可能であることを特徴とする請求項１に
記載の容器蓋。
【請求項１２】
　前記第１蓋体の上面には、前記第１蓋体及び前記第２蓋体の回転軸心を中心とする離心
中心のアーク溝が設けられ、
　前記第２蓋体は、底縁に位置決めフランジが設けられ、前記第２蓋体の前記位置決めフ
ランジは前記アーク溝に進入し、前記アーク溝の両端に形成される夾角間で回転可能であ
ることを特徴とする、請求項１に記載の容器蓋。
【請求項１３】
　前記第２蓋体は、第２機能部材を嵌め込ませる嵌め込み孔を更に有することを特徴とす
る請求項１に記載の容器蓋。
【請求項１４】
　前記第２機能部材は、温度表示機能を有し、前記密封部材及び前記第１蓋体を貫通し前
記容器内に進入するプローブを有することを特徴とする請求項１３に記載の容器蓋。
【請求項１５】
　前記第２機能部材は温度計であることを特徴とする請求項１３に記載の容器蓋。
【請求項１６】
　前記第２機能部材は指北針であることを特徴とする請求項１３に記載の容器蓋。
【請求項１７】
　前記第２機能部材は気圧計であることを特徴とする請求項１３に記載の容器蓋。
【請求項１８】
　前記第２機能部材は高度計であることを特徴とする請求項１３に記載の容器蓋。
【請求項１９】
　前記第２機能部材はライトであることを特徴とする請求項１３に記載の容器蓋。
【請求項２０】
　前記密封部材の前記第２蓋体に接触する面において、前記細ストロー貫通孔及び前記太
ストロー貫通孔の周縁方向に、前記第２蓋体の底縁に貼着可能な漏れ防止環状部が延設さ
れ、前記第２蓋体の位置変化による漏れを抑制可能であることを特徴とする請求項６また
は７に記載の容器蓋。
【請求項２１】
　前記密封部材の前記第１蓋体に接触する面において、前記細ストロー貫通孔及び前記太
ストロー貫通孔の周縁方向に、前記第１蓋体の上縁に貼着可能な漏れ防止環状部が延設け
られ、前記第１蓋体の位置変化による漏れを抑制可能であることを特徴とする請求項６ま
たは７に記載の容器蓋。
【請求項２２】
　前記第１蓋体の上面は３つの漏れ防止環状部を有し、
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　前記漏れ防止環状部は、それぞれ前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔、前記第１太ス
トロー孔、及び前記通気孔の周縁に位置され、前記密封部材と前記第１蓋体との接触面に
貼着可能であり、前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔、前記第１太ストロー孔、及び前
記通気孔の漏れを抑制可能であることを特徴とする請求項６または７に記載の容器蓋。
【請求項２３】
　前記第２蓋体の底面には３つの漏れ防止環状部を有し、
　前記漏れ防止環状部は、それぞれ前記第２蓋体の前記第２細ストロー孔、前記第２太ス
トロー孔、及び前記ホットドリンク用吸口の周縁に位置され、前記密封部材と前記第２蓋
体との接触面に貼着可能であり、前記第２蓋体の前記第２細ストロー孔、前記第２太スト
ロー孔、及び前記ホットドリンク用吸口の漏れを抑制可能であることを特徴とする請求項
６または７に記載の容器蓋。
【請求項２４】
　前記第２蓋体の底縁には前記弾性アームが設けられ、前記弾性アームにはホック部が設
けられ、前記第１蓋体の上面には位置決め部が突設され、
　前記位置決め部は、前記ホック部の回転移動経路上に設けられ、前記第２蓋体の前記弾
性アームの前記ホック部を前記位置決め部に対応する場合、前記第２蓋体の前記第２細ス
トロー孔及び前記第２太ストロー孔と、前記第１蓋体の前記第１細ストロー孔及び前記第
１太ストロー孔とがずれることを特徴とする請求項１に記載の容器蓋。
【請求項２５】
　前記第２蓋体は基部及び蓋体部により組成されることを特徴とする請求項１に記載の容
器蓋。
【請求項２６】
　前記第２蓋体の前記第２細ストロー孔、前記第２太ストロー孔及び前記ホットドリンク
用吸口上には、ドリンク容器の方式に対応するホットドリンク用吸飲標識、アイスドリン
ク用吸飲標識及び閉鎖標識が標示され、
　前記第１蓋体の外縁には位置合せ標識が標示されることを特徴とする請求項６または７
に記載の容器蓋。
【請求項２７】
　前記第１蓋体は前記第１細ストロー孔及び前記第１太ストロー孔の底端に軟質のスリー
ブ部が設けられ、前記スリーブ部は、挿入されるストローの外縁に密着することを特徴と
する請求項１に記載の容器蓋。
【請求項２８】
　前記第２蓋体は、前記第２機能部材を挿入可能な嵌め込み孔を更に有し、
　前記第２機能部材は、末端にろ過盤が被嵌され、前記容器に縦に挿入可能な棒体を備え
ることを特徴とする請求項１に記載の容器蓋。
【請求項２９】
　前記第２蓋体は、前記第２機能部材を挿入可能な嵌め込み孔を更に有し、
　前記第２機能部材は、末端に攪拌ヘッドが被嵌され、前記容器に縦に挿入可能な棒体を
備えることを特徴とする請求項１に記載の容器蓋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、容器蓋に関し、詳しくはストロー等の機能部材を装着可能な容器蓋に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　現在、一般的な飲料の販売店では、タピオカティー、ミルクティー、コーラ等を扱い、
紙コップ或いはプラスチック製のコップに飲料を入れて消費者に提供している。消費者は
飲料を飲み終わると、紙コップ或いはプラスチック製のコップを棄てる。このため、大量
の紙コップ或いはプラスチック製のコップを製造する必要が有り、資源の浪費となる。ま
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た、環境保全機関では、大量の紙コップ或いはプラスチック製のコップを処理する為に、
大量のエネルギーを浪費する。
【０００３】
　屋外活動時の飲料摂取時、ストローを使って飲料を吸うのは、飲料を漏らさない為の最
もよい方法である。前述の紙コップ或いはプラスチック製のコップには、ストローを利用
可能であるが、ストローを密封して飲料が漏らさないようにする事は出来ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１１６３９１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　また、保温効果を有するステンレス保温カップが市場に出回っているが、ステンレス保
温カップの使用には以下の欠点が存在する。
　１、ステンレス保温カップの蓋は、保温の為密閉式となっているが、ストロー挿入用の
ストロー孔を提供出来ないため、ストローを挿入させて吸う事が出来ない。
　２、ステンレス保温カップの蓋を開け、ストローを挿入して吸う際、吸う動作を中断さ
せると、カップの開口部とストローとを密閉することが出来ず、カップ中の飲料が溢れ、
衛生上の問題を引き起こす。
　３、このほか、毎回飲む時には蓋を開ける必要がある為、保温効果が低減する。
　４、ストローを付属させる従来の容器はストローの洗浄が難しく細菌が繁殖し易いとい
う欠点がある。
【０００６】
　本考案は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、その目的は液体がストローの内縁
及び外縁から外へ漏れるのを抑制可能な容器蓋を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案に係る容器蓋は第１蓋体および第２蓋体を備える。
　第１蓋体は、第１細ストロー孔及び第１太ストロー孔を貫設させ、容器の開口部に密接
される。
　第２蓋体は、第１蓋体の上方に回転可能に設けられ、第２細ストロー孔及び第２太スト
ロー孔が貫設され、第２細ストロー孔及び第２太ストロー孔の底縁には狭長のスリット部
が設けられ、スリット部を回転することで、第２細ストロー孔及び第２太ストロー孔と第
１蓋体の第１細ストロー孔及び第１太ストロー孔とを連通または遮断させる。
【０００８】
　第２蓋体を回転させて第２蓋体の第２細ストロー孔、第２太ストロー孔及びホットドリ
ンク用吸口と、第１蓋体の第１細ストロー孔、第１太ストロー孔及び通気孔とをそれぞれ
対応する場合、第２蓋体の第２細ストロー孔、第２太ストロー孔及びホットドリンク用吸
口等の孔が位置ずれの為に全て完全密封される外、第１蓋体と第２蓋体との間を貫通する
ストローを、まずスリット部に挿入させて挟んだ後、続けてストローを湾曲させ、第２蓋
体と第１蓋体との間の圧力により締め固め、ストローの内縁を徹底的に収縮させる。スト
ローの内縁及び外縁が徹底的に密封される為、容器中の液体が外に漏らさないという目的
を達成することができる。
【０００９】
　さらに、本考案に係る容器蓋は、第１蓋体と第２蓋体との間に密封部材が設けられ、密
封部材には細ストロー貫通孔、太ストロー貫通孔及び通気孔が設けられ、細ストロー貫通
孔、太ストロー貫通孔及び通気孔は、第１蓋体の第１細ストロー孔、第１太ストロー孔及
び通気孔の上方に対応する。第２蓋体が回転することで第２細ストロー孔或いは第２太ス
トロー孔を第１蓋体の第１細ストロー孔及び第１太ストロー孔に対応する場合、密封部材
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の細ストロー貫通孔及び太ストロー貫通孔の上方と下方の周縁を、第２蓋体の第２細スト
ロー孔及び第２太ストロー孔の底部の周縁並びに第１蓋体の第１細ストロー孔及び第１太
ストロー孔の周縁にそれぞれ密着させ、容器中の液体の漏れを抑制する。
【００１０】
　本考案に係る容器蓋は漏れ防止環状部を第１蓋体の上方に設けてもよく、また第１細ス
トロー孔、第１細ストロー孔及び通気孔の周縁に位置させてもよい。同様に、上述の漏れ
防止環状部は第２蓋体の下方に設けてもよく、また第２細ストロー孔、第１細ストロー孔
及びホットドリンク用吸口の周縁に位置してもよい。
【００１１】
　本考案に係る容器蓋では、第２蓋体は基部及び蓋体部により組成され、基部及び蓋体部
は高周波接着或いはねじでの螺着され、第２蓋体は一体射出成形される。第２蓋体の各第
２細ストロー孔及び第２太ストロー孔の下方には、拡大孔部がそれぞれ形成され、拡大孔
部の一辺からは縦長のスリット部が凹設される。第２蓋体が回転する場合、第２細ストロ
ー孔或いは第２太ストロー孔の下方の拡大孔部の壁面は、ストローを狭長のスリット部へ
進入させる。スロットは、スリット部により挟まれ、第２蓋体の回転によりＬ字に湾曲し
、第２蓋体の第１蓋体への圧力により締め固められる。これにより、ストローが密閉され
、容器中の液体を全くストローの内縁或いは外縁から外へ漏らさない。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案では、容器中の液体の漏れを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本考案の一実施形態による容器蓋の分解斜視図である。
【図２】本考案の一実施形態による容器蓋の分解斜視図である。
【図３】本考案の一実施形態による容器蓋の斜視図である。
【図４】図３の４－４線断面図である。
【図５】本考案の一実施形態による容器蓋にストローを設けた状態を示す分解斜視図であ
る。
【図６】図５の６－６方向矢視図である。
【図７】本考案の一実施形態による容器蓋の第１蓋体及び第２蓋体の回転により、ストロ
ーが収縮された状態を示す分解斜視図である。
【図８】図７の８－８方向矢視図である。
【図９】本考案の一実施形態による容器蓋の使用状態を示す模式図である。
【図１０】本考案の一実施形態による容器蓋の使用状態を示す模式図である。
【図１１】本考案の一実施形態による容器蓋の使用状態を示す模式図である。
【考案を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本考案の実施形態について、図面に基づいて詳細に説明する。
　　　（一実施形態）
　本考案の一実施形態の容器蓋の構成を図１から図８に示す。
　容器蓋は、容器２０の開口部２１に密接可能であり、第１細ストロー孔４２、第１太ス
トロー孔４２ａ、及び通気孔４３を有する第１蓋体４０、ならびに、第１蓋体４０の上方
に回転可能に設けられ、第２細ストロー孔５３、第２太ストロー孔５３ａ、及びホットド
リンク用吸口５３ｂを有する第２蓋体５０を備える。
【００１５】
　第２蓋体５０を回転することで、第２細ストロー孔５３、第２太ストロー孔５３ａ及び
ホットドリンク用吸口５３ｂと、第１蓋体４０の第１細ストロー孔４２及び第１太ストロ
ー孔４２ａとを連通する状態、或いは遮断する状態にすることができる。
【００１６】
　図１、図２及び図４を示すように、本実施形態に係る容器蓋は、第１蓋体４０と第２蓋
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体５０との間に、密封部材６０が設けられ、密封部材６０には、細ストロー貫通孔６１、
太ストロー貫通孔６１ａ、及び通気孔６２を有する。また密封部材６０の各前記細ストロ
ー貫通孔６１、太ストロー貫通孔６１ａ及び通気孔６２は、第１蓋体４０の第１細ストロ
ー孔４２、第１太ストロー孔４２ａ及び通気孔４３の上方に対応する。
【００１７】
　図１及び図２を示すように、密封部材６０の底面には２つの貫通しない凹陥状の接続部
６３≡図２を示すように≡が設けられ、第１蓋体４０の受台４０ａの上面には２つの凸状
になる位置決め部４９≡図１を示すように≡が設けられ、２つの凹陥状を呈する接続部６
３に各自対応する。密封部材６０の底面の２つの接続部６３は、受台４０ａの上面の２つ
の位置決め部４９に各自整合させて嵌合する。密封部材６０は、受台４０ａに対向して固
定され、第１蓋体４０に固定される。当然密封部材６０は、第２蓋体５０に固設され、第
２蓋体５０と共に回転可能である。
【００１８】
　清涼飲料の機能を使用する場合、第２蓋体５０を回転させて第２蓋体５０の第２細スト
ロー孔５３を第１蓋体４０の第１細ストロー孔４２に対応する。第２蓋体５０の第２太ス
トロー孔５３ａは第１蓋体４０の第１太ストロー孔４２ａに対応する。ユーザーは、選択
する太ストロー或いは細ストローを容器２０内に挿入し、容器２０内の飲料を吸う。
【００１９】
　密封部材６０の細ストロー貫通孔６１及び太ストロー貫通孔６１ａの上方の周縁には、
突出される漏れ防止環状部６１２が設けられる。漏れ防止環状部６１２は、第２蓋体５０
の第２細ストロー孔５３及び第２太ストロー孔５３ａの底部の周縁に密着する。密封部材
６０の細ストロー貫通孔６１及び太ストロー貫通孔６１ａの下方の周縁には漏れ防止環状
部６１２が設けられる。防止環状部６１２は、第１蓋体４０の第１細ストロー孔４２及び
第１太ストロー孔４２ａの周縁に密着し、容器２０中の液体の漏れを抑制する。第２細ス
トロー孔５３及び第２太ストロー孔５３ａの底縁には、狭長のスリット部５７がそれぞれ
設けられる。第２蓋体５０が回転することで、第１蓋体４０と第２蓋体５０との間に貫通
されるストローＰは、スリット部５７に挿入され、スリット部５７の収縮により挟まれる
。第２蓋体５０を継続して回転すると、挟まれたストローＰは更に湾曲する。第２蓋体５
０と第１蓋体４０との間の圧力により、ストローＰの内縁を締め固めることでストローＰ
を完全に密閉する。これにより、容器２０の液体がストローＰの内縁から外へ漏れること
を抑制することができる。
【００２０】
　なお、第１蓋体４０は、第１細ストロー孔４２及び第１太ストロー孔４２ａの底端に、
軟質のスリーブ部４２１及びスリーブ部４２１ａが設けられる。スリーブ部４２１及びス
リーブ部４２１ａは、挿入されるストローの外縁に密着する。よって、容器内の液体がス
トローの外縁から外へ漏れ出すのが抑制される。
【００２１】
　このように、太ストローか細ストローの内縁か外縁かに関わらず、完全に密閉され、太
ストローと容器蓋との間、或いは細ストローと容器蓋との間では漏れが起こさない。
【００２２】
　また、本実施形態の第２蓋体５０は、基部５０ａ及び蓋体部５０ｂで組成され、高周波
接着或いはねじにより螺着される。第２蓋体５０は一体射出成形により形成される。第２
蓋体５０の第２細ストロー孔５３及び第２太ストロー孔５３ａの下方にはスリット部５７
が設けられ、スリット部５７は拡大孔部５７１を備える。拡大孔部５７１の一辺からは縦
長のスリット部５７２が凹設される。これにより、図５から図８によると、第２蓋体５０
が回転する場合、第２細ストロー孔５３及び第２太ストロー孔５３ａの下方の拡大孔部５
７１の壁面において、ストローＰが、狭長のスリット部５７２へ導かれ、スリット部５７
２に挟まれる。第２蓋体５０が継続的に回転することで、ストローＰが湾曲する。第２蓋
体５０が第１蓋体４０に加える圧力により、ストローＰの内縁が締め固められ密閉する。
容器２０の液体がストローＰの内縁から外へ漏れ出すのが抑制される。
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【００２３】
　図１、図２及び図４を示すように、第１蓋体４０は受台４０ａ及び上部受台４０ｂを備
える。上部受台４０ｂは受台４０ａの上端に設けられ、受台４０ａの上端と上部受台４０
ｂとの間には密封部材６０を収容可能な収容スペース４０ｃを有する。受台４０ａには、
第１細ストロー孔４２、第１太ストロー孔４２ａ、及び通気孔４３を有する。第１太スト
ロー孔４２ａの孔径が第１細ストロー孔４２の孔径よりも大きい為、異なる口径のストロ
ーが挿入可能である。上述の第１蓋体４０の受台４０ａ及び上部受台４０ｂは一体成形さ
れ、高周波緊固接着、或いは螺着等他の方式で連結されてもよい。
【００２４】
　本実施形態の密封部材６０は、耐熱性を有し、ホットドリンクの安全基準に適した軟質
材料である。密封部材６０には気孔６２が設けられ、第１蓋体４０の通気孔４３に対応す
る。
【００２５】
　なお、図１及び図４に示すように、上述の密封部材６０の上面の細ストロー貫通孔６１
、太ストロー貫通孔６１ａの周縁、及び通気孔６２の周縁には、第２蓋体５０の底縁に貼
着可能な漏れ防止環状部６１２及び漏れ防止環状部６２１が設けられる。これにより第２
蓋体５０の第２細ストロー孔５３及び第２太ストロー孔５３ａと、密封部材６０の細スト
ロー貫通孔６１及び太ストロー貫通孔６１ａとが対応する場合、漏れ防止環状部６１２及
び漏れ防止環状部６２１は、細ストロー貫通孔６１、太ストロー貫通孔６１ａの周縁、及
び通気孔６２の周縁で漏れ抑制効果を果す。
【００２６】
　図１及び図４を示すように、本実施形態の密封部材６０の底面の細ストロー貫通孔６１
、太ストロー貫通孔６１ａ及び通気孔６２の周縁には漏れ防止環状部６１２及び漏れ防止
環状部６２１が設けられ、第１蓋体４０の上縁の第１細ストロー孔４２、第１太ストロー
孔４２ａ或いは通気孔４３に対応且つ貼着し、容器２０内の液体が漏れることを抑制する
。
【００２７】
　上述の漏れ防止環状部６１２は、第１蓋体４０の上方に設けてもよく、第１細ストロー
孔４２、第１細ストロー孔４２ａ及び通気孔４３の周縁に位置してもよい。上述の漏れ防
止環状部６１２は第２蓋体５０の下方に設けてもよく、また第２細ストロー孔５３、第２
細ストロー孔５３ａ及びホットドリンク用吸口５３ｂの周縁に位置してもよい。
【００２８】
　図１、図２及び図４を示すように、本実施形態の容器蓋は、第１蓋体４０の外縁にねじ
山部４５が設けられ、容器２０の開口部２１に螺接可能である。第１蓋体４０の外縁には
、漏れ防止パッキングリング４４が環装され、容器２０と第１蓋体４０との外縁の間の隙
間を密封する。
【００２９】
　図１、図２及び図４を示すように、本実施形態の第２蓋体５０の外縁にはリング溝５２
が環装され、第１蓋体４０のフランジ４６に対応する。第２蓋体５０は第１蓋体４０の上
面で自由に回転可能である。
【００３０】
　図１及び図２に示すように、第１蓋体４０の上面には、第１蓋体４０及び第２蓋体５０
の回転軸心を中心として離心中心にアーク溝４７が設けられる。第２蓋体５０の底縁には
位置決めフランジ５１が設けられる。第２蓋体５０の位置決めフランジ５１はアーク溝４
７に進入され、第２蓋体５０はアーク溝４７の両端が形成する夾角間の範囲内で回転可能
である。
【００３１】
　本実施形態の第２蓋体５０の底縁には弾性アーム５４が設けられ、弾性アーム５４には
ホック部５４１（図６、図８及び図９に図示する）が設けられ、第１蓋体４０の上面には
位置決め部４８が設けられ、位置決め部４８はホック部５４１の回転移動経路上に設けら
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れる。第２蓋体５０の弾性アーム５４のホック部５４１と位置決め部４８とを対応する場
合（図８に図示する）、第２蓋体５０の第２細ストロー孔５３、第２太ストロー孔５３ａ
及びホットドリンク用吸口５３ｂと、第１蓋体４０の第１細ストロー孔４２或いは第１太
ストロー孔４２ａの何れか１つとずれる。
【００３２】
　図１、図２及び図４に示すように、本実施形態の第２蓋体５０には、嵌め込み孔５５が
設けられる。嵌め込み孔５５には温度計或いは指北針等の第２機能部材７０が挿入される
。第２機能部材７０は温度表示機能を有するプローブ７１を有し、プローブ７１は密封部
材６０及び第１蓋体４０を貫通した後に容器２０に挿入される。
【００３３】
　図１０を示すように、上述の第２機能部材７０は、プローブ７１を備え、プローブ７１
は容器２０に縦に挿入され、プローブ７１の末端にはろ過盤７２１が設けられる。ユーザ
ーの使用時には、茶葉を容器２０に入れてお湯を注ぐと、ろ過盤７２１により茶葉がろ過
され、お茶には茶葉が混ざらない。図１１によれば、第２機能部材７０はプローブ７１を
有し、プローブ７１は前記容器２０に縦に挿入され、プローブ７１の末端には攪拌ヘッド
７２２が連結される。ユーザーは攪拌ヘッド７２２を容器２０に挿入して攪拌することで
、コーヒーを淹れる時等に使用可能である。上述の第２機能部材７０は気圧計、高度計或
いはライト等であってもよい。
【００３４】
　図３を示すように、第１蓋体４０の外縁には位置合せ標識４１を有し、第２蓋体５０の
第２細ストロー孔５３及びホットドリンク用吸口５３ｂには飲み方に合わせてアイスドリ
ンク用吸飲標識５３１ａ、ホットドリンク用吸飲標識５３１ｂ、閉鎖標識５３１ｃ等がそ
れぞれ標示される。
【００３５】
　図９に示すように、第２蓋体５０を回転し、ホットドリンク用吸口５３ｂを第１蓋体４
０の外縁の位置合せ標識４１が標示される位置に整合すると、ホットドリンク用吸口５３
ｂは第１蓋体４０の第１細ストロー孔４２或いは第１太ストロー孔４２ａにちょうど対応
する。同時に第２蓋体５０の第２細ストロー孔５３の下方のスリット部５７は密封部材６
０の通気孔６２及び第１蓋体４０の通気孔４３にちょうど対応する。第２細ストロー孔５
３、スリット部５７、通気孔６２及び通気孔４３等の整合と連通により容器２０内外を通
気させ、ユーザーはホットドリンク用吸口５３ｂから容器２０のホットドリンク或いはア
イスドリンクを飲める。
【００３６】
　また、図５及び図６を示すように、第２蓋体５０の吸飲標識５３１ａを回転して第１蓋
体４０の外縁の位置合せ標識４１が標示される位置に整合すると、第２蓋体５０の第２細
ストロー孔５３及び太ストロー孔５３ａは第１蓋体４０の第１細ストロー孔４２及び第１
太ストロー孔４２ａにちょうど対応する。この際、ユーザーは、２つの第２細ストロー孔
５３及び太ストロー孔５３ａにより容器２０の液体を飲める。例えば、ストローＰが第２
細ストロー孔５３或いは第２太ストロー孔５３ａに挿入され、ストローＰが密封部材６０
の細ストロー貫通孔６１または太ストロー貫通孔６１ａから第１蓋体４０の第１細ストロ
ー孔４２または第１太ストロー孔４２ａに挿入され、容器２０の清涼飲料が飲める。スト
ローが挿入されていない他の第２細ストロー孔５３或いは第２太ストロー孔５３ａは通気
口とし、液体が流出することが出来る。
【００３７】
　第１蓋体４０の外縁には位置合せ標識４１を有する。第２蓋体５０を回転させて吸飲標
識５３１ａを位置合せ標識４１対応させると、第２細ストロー孔５３は第１細ストロー孔
４２に対応され、第２太ストロー孔５３ａは第１太ストロー孔４２ａに対応され、ユーザ
ーはストローを挿入して飲料水を飲むことができる。ホットドリンク用吸飲標識５３１ｂ
が位置合せ標識４１に対応すると、ホットドリンク用吸口５３ｂは第１細ストロー孔４２
に対応され、ユーザーは直接に口をつけて飲める。閉鎖標識５３１ｃが位置合せ標識４１
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に対応すると、第２清涼飲料細ストロー孔５３、第２清涼飲料細ストロー５３ａ及びホッ
トドリンク用吸口５３ｂと、第１清涼飲料細ストロー孔４２及び第１清涼飲料太ストロー
孔４２ａとがずれる。
【００３８】
　図７及び図８を示すように、ユーザーが一時的に清涼飲料を飲むことを止めると、第２
蓋体５０を回転することで、第１蓋体４０と第２蓋体５０とを互いにずらし、第１蓋体４
０と第２蓋体５０との間に位置するストローＰを第２蓋体５０のスリット部５７に挟む。
第２蓋体５０を継続して回転すると、閉鎖標識５３１ｃが位置合せ標識４１に対応する。
このとき、ストローＰが湾曲し、第２蓋体５０の第１蓋体４０に対する圧力により、スト
ローＰの内縁を完全に締め固めて密閉する。第１蓋体４０下方に設けられるスリーブ部４
２１及びスリーブ部４２１ａはストローＰの外縁に密着する。これで、容器２０の液体が
ストローＰの内縁或いは外縁から外へ漏れることを抑制することができる。
【００３９】
　本実施形態の効果を以下の通り説明する。
　１．ユーザーは蓋を開けずに太ストロー或いは細ストローを挿入可能であり、あらゆる
飲料に適用可能である。例えば細ストローにより普通の飲料を吸い、太ストローにより顆
粒を含む飲料を吸うことができる。
　２．ユーザーは第２蓋体５０を回転させる事で、３種類の機能を使用することができる
。細ストローまたは太ストローを挿入する機能、直接に口をつけて飲む機能、完全に閉鎖
する機能等の３種の機能を使用することができる。
　３．ユーザーが一時的に飲料を飲むことを止めるとき、ストローを抜かずに、第２蓋体
５０を回転することで、ストローを湾曲させ第２蓋体５０内に収容することができる。よ
って、密封により衛生的であり、携帯的である。
　４．温度計、指北針、お茶をろ過する為のろ過盤或いは攪拌ヘッドを設けることで、容
器の機能を増やし、ユーザーのために多機能の選択肢を与えることができる。
　５．完全に閉鎖された場合、第１蓋体４０と容器２０との間、第２蓋体５０と第１蓋体
４０との間、ストローＰの外縁と第１蓋体４０との間、及びストローＰが挟まれて湾曲し
た後相互に対応して接触する両内縁の間は全て完全に密封され、漏れを抑制することがで
きる。
【００４０】
　以上、本実施形態はこのような実施形態に限定されるものではなく、考案の趣旨を逸脱
しない範囲において、種々の形態で実施することができる。
【符号の説明】
【００４１】
２０・・・容器、
２１・・・開口部、
４０・・・第１蓋体、
４０ａ・・・受台、
４０ｂ・・・上部受台、
４０ｃ・・・収容スペース、
４１・・・位置合せ標識、
４２・・・第１細ストロー孔、
４２ａ・・・第１太ストロー孔、
４２１・・・スリーブ部、
４２１ａ・・・スリーブ部、
４３・・・通気孔、
４４・・・漏れ防止パッキングリング、
４５・・・ねじ山部、
４６・・・フランジ、
４７・・・アーク溝、
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４８・・・位置決め部、
４９・・・位置決め部、
５０・・・第２蓋体、
５０ａ・・・基部、
５０ｂ・・・蓋体部、
５１・・・位置決めフランジ、
５２・・・リング溝、
５３・・・第２細ストロー孔、
５３ａ・・・第２太ストロー孔、
５３ｂ・・・ホットドリンク用吸口、
５３１ａ・・・吸飲標識、
５３１ｂ・・・ホットドリンク用吸飲標識、
５３１ｃ・・・閉鎖標識、
５４・・・弾性アーム、
５４１・・・ホック部、
５５・・・嵌め込み孔、
５７・・・挟持溝、
５７１・・・拡大孔部、
５７２・・・スリット部、
６０・・・密封部材、
６１・・・細ストロー貫通孔、
６１ａ・・・太ストロー貫通孔、
６１２・・・漏れ防止環状部、
６２・・・通気孔、
６２１・・・漏れ防止環状部、
６３・・・接続部、
７０・・・第２機能部材、
７１・・・プローブ、
７２１・・・ろ過盤、
７２２・・・攪拌ヘッド、
Ｐ・・・ストロー。
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